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R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 1
線状対流系の擬似温暖化実験における解像度依存性
と将来変化のマルチスケール解析

小坂田　ゆかり

R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 2
梅雨期集中豪雨の時空間特性を考慮した強雨継続時
間と積算雨量の将来変化の統計分析

中村　葵

R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 3
アンサンブル気候予測データベースd4PDFによる岐阜
県の豪雨発生環境の将来変化

杉岡　翔太

R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 4
力学・熱力学的効果の観点での降雨の空間偏差要因
の分析

星野　剛

R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 5
北海道を対象とした流域水収支の検証に基づく高解像
度ダウンスケーリング気候情報の推定

上田　聖也

R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 6 水収支から推定される流域平均降水量の特性 田坂　彰英

R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 7
Long term spatio-temporal analysis of precipitation
trend over MENA region

Sabah
ALMAHROUQI

R101 4 R1 01 気候変動とリスク評価(1) 大楽 浩司 8 統　合　討　議　枠

R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 1
JRA-55降水量の統計的補正手法の開発に必要な観
測年数に関する検討

丸谷　靖幸

R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 2 多地点降雨量の極値に対する相関関数と依存関数 北野　利一

R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 3
地球温暖化による豪雨の変化と都市河川洪水への影
響

吉岡　伸隆

R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 4
気候変動による降水量の変化に伴う鉄道輸送の安定
性影響評価

植村　昌一

R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 5
FUTURE CHANGE OF RAINFALL-TRIGGERED
LANDSLIDE RISK USING NHRCM05 BASED ON
CRITICAL LINE METHOD

Ying-Hsin WU

R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 6
大量アンサンブル降雨情報を用いた地形的脆弱性を
有する低平地河川の洪水リスクの推定

関　洵哉

R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 7 流出量に対するバイアス補正手法の開発 萬　和明
R102 4 R1 02 気候変動とリスク評価(2) 風間 聡 8 統　合　討　議　枠

R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 1
日本全域を対象とした極値降雨データに基づく内水リ
スクの推定およびその将来変化

柳原　駿太

R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 2
AGCM3.2S RUNOFF DATA BIAS CORRECTION OVER
UPPER CHAO PHRAYA RIVER BASIN BASED ON
LAND COVER GROUPING

Teerawat RAM-
INDRA

R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 3
チャオプラヤ川流域を対象としたd4PDF 河川流量のバ
イアス補正と氾濫解析

田中　智大

R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 4
FUTURE CLIMATE PROJECTION OF MEGACITIES
CONSIDERING URBANIZATION SCENARIOS

Do Ngoc
KHANH
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R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 5
全球水資源モデルH08を用いた全球5分解像度水需給
評価の試み

土居　慶祐

R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 6
全球規模での灌漑耕作による塩類集積の潜在的リスク
分布推定

東山　晃太

R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 7
気候プロキシの同位体比データ同化による千年解析値
の作成に向けた比較検討

庄司　悟

R103 5 R1 03 気候変動とリスク評価(3) 田中 賢治 8 統　合　討　議　枠

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 1
遮断蒸発率と地表面粗度の増強による森林の洪水低
減機能の早期向上に関する検討

田村　隆雄

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 2
REGRESSION OF IMBALANCED RIVER DISCHARGE
DATA USING RESAMPLING TECHNIQUE

Shinichiro
Okazaki

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 3
洪水規模に応じた降雨流出モデルのパラメータ特性及
び流出計算への影響～利根川上流域におけるダムを
対象に～

及川　雄真

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 4
低平水田地域における内水氾濫解析モデルの適用比
較

瀧川　紀子

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 5
信濃川上中流域における気温減率の季節性を考慮し
た融雪流出解析

滝澤　一輝

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 6
2020年3月に発生したアイスジャムの現地調査および
発生リスクの評価

横山　洋

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 7
2018年3月に常呂川で発生したアイスジャム現象の解
明

小池　太郎

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 8
氷板と晶氷が混在した橋脚部におけるアイスジャム氾
濫実験

山田　隆司

R104 5 R1 04 流出解析・雪氷水文 陸 旻皎 9 統　合　討　議　枠

R105 6 R1 05 降水 山田 正 1
DEVELOPMENT OF THE EARLY DETECTION  AND
QUANTITATIVE RISK PREDICTION  METHOD ON
THE GUERRILLA HEAVY  RAINFALL

Hwayeon KIM

R105 6 R1 05 降水 山田 正 2
船舶レーダによる2018年夏季の観測と散乱原理に基
づく粒径分布のパラメタ推定手法

岡地　寛季

R105 6 R1 05 降水 山田 正 3
INVESTIGATION OF SINGLE CELL TO MULTICELL IN
THE CLUSTER THUNDERSTORM   USING
VORTICITY ANALYSIS

FAUZIANA
BINTI  AHMAD

R105 6 R1 05 降水 山田 正 4
2014年9月に北海道で発生した線状降水帯における鉛
直渦構造と降水強度の関係

大屋　祐太

R105 6 R1 05 降水 山田 正 5
ビデオゾンデと数値シミュレーションによる雲内の雨滴
粒径分布計測手法に関する研究

大石　哲
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R105 6 R1 05 降水 山田 正 6
冬期の降水形態の判別を目的とした偏波レーダーを用
いた0℃高度推定手法

高見　和弥

R105 6 R1 05 降水 山田 正 7
小型ドップラー降雨センサを用いた降雨移動観測の試
み

小野村　史穂

R105 6 R1 05 降水 山田 正 8 統　合　討　議　枠

R106 6 R1 06 水文気象プロセス 浅沼 順 1
IMPACTS OF MODEL STRUCTURES AND SOIL
PARAMETERS ON RUNOFF CHARACTERISTICS IN
LAND SURFACE MODELS

Aulia Febianda
Anwar
TINUMBANG

R106 6 R1 06 水文気象プロセス 浅沼 順 2
不均一斜面における降雨浸透および表面流出過程の
数値シミュレーション

久岡　伸一

R106 6 R1 06 水文気象プロセス 浅沼 順 3
陸面過程解析と衛星データによる 地表面温度の比較
検証

稲垣　智也

R106 6 R1 06 水文気象プロセス 浅沼 順 4
令和元年台風第19号に伴う千曲川洪水のアンサンブ
ル洪水予測シミュレーション

牛山　朋來

R106 6 R1 06 水文気象プロセス 浅沼 順 5
大気海洋相互作用が与える海洋窒素循環への影響：
チリ南部を例に

森山　文晶

R106 6 R1 06 水文気象プロセス 浅沼 順 6 統　合　討　議　枠

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 1
TIVに基づく面的顕熱フラックス測定の天然芝サッカー
グラウンドへの適用

横山　彩希

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 2
格子ボルツマン法によるジャカルタ都市街区のラグラン
ジュ粒子状汚染物質シミュレーション

横内　浩志

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 3
温位勾配に着目した 鉛直渦度データ同化手法の提案
と理想実験

大野　哲之

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 4
実都市LES 数値計算に基づく街区内平均風速分布の
診断手法の提案

井上　涼

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 5
ひまわり8号の輝度温度情報に基づく首都圏を対象とし
たWBGT推定式の提案

伊落　貴之

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 6
低コストセンサ群による ストリートポテンシャル評価シ
ステム

高瀬　裕介

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 7
温熱解析と準リアルタイム混雑データを用いた熱リスク
の評価手法の提案

関　日菜々

R201 4 R2 01 都市気象 小田　僚子 8 統　合　討　議　枠

R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 1
深層学習モデルU-Netを用いたリアルタイム降水予測
手法の検討

金子　凌

R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 2
列車運転規制への活用のための短時間降雨予測の補
正手法の検討

中渕　遥平
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R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 3
電波不感地域における雨量・水位・氾濫情報提供シス
テム開発とハビウ川における検証の試み

今　日出人

R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 4
DNNによる同化変量の逐次最適化とデータ同化手法を
組み合わせた洪水予測技術の開発

守谷　将史

R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 5
畳み込みニューラルネットワーク（CNN）による洪水波
形予測手法の特性評価

木村　延明

R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 6
洪水予測モデルに適用できるフィルタの抽出と情報量
規準による性能評価

杉浦　正之

R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 7
機械学習を用いた低平地湖沼における短期水位予測
モデルの検討

木村　匡臣

R202 4 R2 02 洪水予測 呉 修一 8 統　合　討　議　枠

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 1
統合水資源モデルH08で推計した灌漑水不足 ポテン
シャルと地盤沈下・地下水位の関係 －関東平野中流
域における事例－

井手　淨

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 2
千曲川旧河道の形成過程と土砂の堆積構造，基盤漏
水位置との関係

佐藤　豊

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 3
扇状地を対象とした複素解析による大域的な透水係数
の推定

大橋　慶介

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 4
塩水分布を用いた塩水阻止型地下ダムの止水壁健全
性評価

井上　一哉

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 5
粒子配置及び空隙構造の三次元性を考慮した堤防基
盤浸透流のモデル化と堤防法先周辺の浸透流特性に
関する研究

栗原　克幸

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 6
河川堤防における噴砂とパイピング孔進展に伴う間隙
水の圧力伝播と流れの局所化

牧　洋平

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 7
簡易なモデルを用いた複層状堤防周辺地盤の浸透流
解析

泉　典洋

R203 5 R2 03 地下水・浸透 中川 啓 8 統　合　討　議　枠

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 1
出水時の河床への種子定着に関する現地観測と水理
実験

大石　哲也

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 2
砂礫州における浸透流を考慮した細粒分捕捉に関する
水理実験

中村　俊之

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 3
オオカナダモの広域空間分布に影響を及ぼす環境要
因の検討

児玉　貴央

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 4
マリモにおける弾性係数と粘性係数の推定及びMR解
析【録画発表】

緒方　敬亮
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R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 5
石炭灰造粒物と海底泥の混合層が形成する珪藻増殖
環境の検討

中下 慎也

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 6
UAV空撮画像を用いた機械学習によるアサリの生息場
予測手法の開発

大中　臨

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 7
東京都荒川下流部の五反野ワンド内干潟湿地におけ
る土壌塩分状態の推定法に関する研究

黒田　直樹

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 8
都市河川感潮域における有機汚泥の物性および浸食・
堆積特性

稲川　翔太

R204 5 R2 04 河床の環境 原田 守啓 9 統　合　討　議　枠

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 1
異なる粒子保持径のガラスフィルターから 得られた魚
類の環境DNAメタバーコーディングと採集調査の比較

乾　隆帝

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 2
環境DNA分析を用いた高津川における河川生物量の
季節変動の評価

小林　勘太

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 3
環境DNA分析による土師ダム下流区間の 魚類群集に
影響を与える環境要因の検討

宮園　誠二

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 4
高津川における環境DNAを用いたアユの産卵活性評
価に適した時間帯の検討

齋藤　稔

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 5
都市湧水河川におけるホトケドジョウ未成魚の生息環
境評価

松澤　優樹

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 6
ホトケドジョウの臨界遊泳速度と粗石による生息環境
修復効果の定量評価

福田　信二

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 7
河床環境評価に資する石礫の露出高の簡易予測手法
の改善と複数河川への適用による改善効果の検証

宮川　幸雄

R205 6 R2 05 魚類の行動と生息場 田代 喬 8 統　合　討　議　枠

R206 6 R2 06 河川流域の環境 石塚 正秀 1
河川生態系モデルを用いた河床掘削が河川生物に及
ぼす影響予測

河野　誉仁

R206 6 R2 06 河川流域の環境 石塚 正秀 2
集水域の植生管理による湿地再生が小水力発電ポテ
ンシャルに与える影響の評価

岩川　岳史

R206 6 R2 06 河川流域の環境 石塚 正秀 3
雨天時河川中の金属濃度・形態の変動調査と DGT―
パッシブサンプリング 法による labile 態金属濃度把握
に関する検討

服部　啓太

R206 6 R2 06 河川流域の環境 石塚 正秀 4
河川水・堆積物中に含まれるマイクロプラスチックの製
品特定の試み

小林　俊介

R206 6 R2 06 河川流域の環境 石塚 正秀 5 都市感潮河川におけるスカムの発生・浮遊挙動 岩岡　慶晃
R206 6 R2 06 河川流域の環境 石塚 正秀 6 統　合　討　議　枠

R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 1
十字路交差点における4方向接合円形マンホールのエ
ネルギー損失特性

岡本　彩果
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R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 2
水平取水設備における水平管の吸込流速と渦発生に
関する実験的検討

久末　信幸

R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 3
多点漏水や管固有の構造を有する管水路 における圧
力波形を利用した漏水検知法

浅田　洋平

R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 4
水平管内気液二相スラグ流の空気塊特性と管内圧力
特性に関する数値流体解析

佐藤　隆宏

R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 5 潜り跳水中の偏向流況の制御に関する実験的検討 楢﨑　慎太郎

R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 6
低落差部における石組み粗礫斜路と鉛直段落の減勢
工との比較

増井　啓登

R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 7 段落ち流れの組織構造と乱流特性の相互関係 渡辺　勝利
R301 4 R3 01 管路・局所流 朝位 孝二 8 統　合　討　議　枠

R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 1
流木捕捉工周辺の沈降性流木の挙動に関する三次元
シミュレーション

木村　一郎

R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 2
E-MPS-DEMを用いた床止め下流の局所洗掘と護床工
破壊の混相流数値解析

樋口　敬芳

R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 3
微小粒子の乱流中のクラスタ特性に対する2-wayカッ
プリングの影響

横嶋 哲

R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 4
平成30年７月豪雨時の旭川分流堰周辺の植生分布を
考慮した３次元洪水流解析

永田　貴美久

R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 5 深層学習を用いたSTIV 解析の高性能化 藤田　一郎
R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 6 U-Netを用いた河川浮遊物の連続観測手法 奥村　素生

R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 7
ALB点群データを援用した河川航空写真の深層学習に
よる地被分類法の検討

潘是均

R302 4 R3 02 水理現象の数値解析・深層学習 吉田 圭介 8 統　合　討　議　枠

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 1
観測孔内における電気伝導度特性に着目した河川近
傍伏流水の状態推定に関する研究

松本　健作

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 2
ADCP観測における新たなノイズ除去アルゴリズムを用
いた有効流速値算出手法の提案

新井　章珣

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 3
ガウス過程回帰を用いた音響信号に基づく掃流砂量・
粒径の推定

小柴　孝太

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 4
	地下水動態を可視化するDNAトレーサーに関する基礎
的実験

赤松　良久

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 5
宍道湖浅水域におけるUAV・SfM-MVSを用いた水面下
地形測量の有効性に関する検討

安木　進也

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 6
四胴型自動航行船による高密度・高頻度な自動  水質
環境計測

二瓶　泰範



SID 日付 会場
セッ

ション
番号

セッション名 司会者
発表
番号 タイトル

発表者あるいは著
者

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 7
木曽川の深掘れメカニズムの分析とその対策案【録画
発表】

佐々　直彦

R303 5 R3 03 観測技術 椿 涼太 8 統　合　討　議　枠

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 1
開水路流れにおける流木と表面流の相互作用に関す
る基礎的研究

大本　照憲

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 2
二次元角柱粗度を伴う粗面乱流において高濃度土砂
が大規模渦に与える影響

安達　幹治

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 3
浅水状態の粗配置桟粗度上で生じる三角状水面波列
に対するソリトン解の適用

八木　潤平

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 4
加速開水路流の再層流化メカニズムに関する基礎的
研究

前口　和哉

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 5
樹木群を有する複断面直線水路での観測水面形によ
る流量・流速・低水路粗度係数の推定

重枝 未玲

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 6
鉛直型ハイブリッド水制周辺の流れ構造と 背後の土砂
堆積

藤井　駿

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 7
粗面開水路の二次流の維持機構と二次流のスケール
に及ぼすアスペクト比と相対水深の効果

高鍬　裕也

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 8
開水路乱流における局所ガス輸送特性に関する基礎
的研究

山上　路生

R304 5 R3 04 開水路の水理 内田 龍彦 9 統　合　討　議　枠
R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 1 機械学習を用いた1ヶ月気象予測の試み 門田拓樹

R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 2
MSMGPVを用いた深層学習による降水量予測～空間
範囲とリードタイムの基礎的検討～【録画発表】

木原　拓海

R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 3
深層学習を用いた補助ダム運用のための気象レー
ダーの補正手法の開発

武樋　力

R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 4
排水施設の操作支援のための深層学習水位予測モデ
ル構築にむけた模擬データ活用法の検討

安瀬地　一作

R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 5
都市中小河川実流域データセットを用いた深層学習モ
デルによる降雨流出ベンチマークテスト

藤塚　慎太郎

R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 6
IMPACT OF SYSTEM NOISE SPECIFICATION ON
ENSEMBLE KALMAN FILTER PERFORMANCE IN A
DISTRIBUTED HYDROLOGICAL MODEL

Manoj KHANIYA

R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 7
回帰学習器のアンサンブル学習による降雨洪水氾濫
モデル・エミュレータ

小槻　峻司

R305 6 R3 05 深層学習の水文分野への応用(1) 芳村 圭 8 統　合　討　議　枠
R306 6 R3 06 深層学習の水文分野への応用(2) 谷口 健司 1 深層学習を用いた降水量ダウンスケーリングの特性 永里　赳義
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R306 6 R3 06 深層学習の水文分野への応用(2) 谷口 健司 2
RAINFALL OCCURRENCE PREDICTION WITH
CONVOLUTIONAL NEURAL NETWORK

Sunmin KIM

R306 6 R3 06 深層学習の水文分野への応用(2) 谷口 健司 3
Convolutional Neural Networkを使用した流動地下水推
定手法の開発

辻　和也

R306 6 R3 06 深層学習の水文分野への応用(2) 谷口 健司 4
ニューラルネットワークを利用した日本の最上流域にお
ける流量特性マップの作製

新井 涼允

R306 6 R3 06 深層学習の水文分野への応用(2) 谷口 健司 5
Correlation Analysis Between Storm Events And
Meteorological Conditions

Youngkyu KIM

R306 6 R3 06 深層学習の水文分野への応用(2) 谷口 健司 6 統　合　討　議　枠
R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 1 豪雨時の土砂の生産・流出量の推定法 山崎　祐介

R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 2
ANALYSIS OF DEM RESOLUTION DEPENDENCE ON
A HYDROLOGICAL AND SEDIMENT MODEL FOR AN
UNGAUGED BASIN IN PERU

Luis CHERO

R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 3
土石流内部の小粒子の落ち込みを考慮した先頭部大
粒子集積割合の推定手法

和田　孝志

R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 4 連行速度を用いた浮遊砂の解析法 原田　大輔
R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 5 実河川における基準面浮遊砂濃度算定式の評価 萬矢　敦啓
R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 6 土石流・掃流砂・浮遊砂・泥流の統一解釈 江頭　進治

R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 7
急こう配水路における流砂運動と 流れへの影響に関
する実験的研究

溝口　敦子

R401 4 R4 01 流砂（1） 三輪 浩 8 統　合　討　議　枠

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 1
流体中の石礫粒子の移動開始時と跳躍時の運動に及
ぼす形状の効果

熱海　孝寿

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 2
大礫の間隙に存在する大粒径砂礫が小さな砂に及ぼ
す遮蔽効果

中間　遼太

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 3
露出礫の遮蔽効果と空隙率変化を考慮した河床変動
モデルの現地土砂給砂実験への適用

岩見　収二

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 4
掃流砂により引き起こされる粘土河床の浸食と混合層
形成のプロセス

石原　駿

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 5
非粘着性河床材料で構成される交互砂州に粘着成分
を供給した場における砂州形状と河床構成材料の変化

岡安　努

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 6 難侵食層が法尻周辺の洗堀に及ぼす影響 西川　咲良

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 7
堤防決壊プロセスと同時発生する河床変動に関わる移
動床実験

松浦　泰地

R402 4 R4 02 流砂（2） 溝口 敦子 8 統　合　討　議　枠
R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 1 冷却期初頭の貯水池における湖水流動 梅田　信
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R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 2
亜熱帯島嶼の小規模貯水池における気泡循環による
貯水池水温成層構造への影響

古里　栄一

R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 3
ダム貯水池での連続成層下における複数取水口を用
いた異高同時取水特性

矢島　啓

R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 4
放水路吐口部におけるゲートによる堆砂フラッシュに関
する一検討

中矢　哲郎

R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 5 鉄鋼スラグを鉄源とする鉄溶出装置の開発 日比野　忠史

R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 6
THE INFLUENCE OF FLOOD CONTROL STRUCTURE
ON SECONDARY FLOW DYNAMICS IN A
MEANDERING TIDAL ESTUARINE CHANNEL

Gillang Noor
Nugrahaning
Gusti

R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 7
内部ソリトン波の砕波によるエネルギー減衰のモデル
化と成層流動場の高精度な再現【録画発表】

王　媛

R403 5 R4 03 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(1) 横山 勝英 8 統　合　討　議　枠

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 1
凸型の鋼製フレームを持つ砂防堰堤による流木を含む
高精度数値解析法を用いた土石流捕捉効果の検討

福田　朝生

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 2
天然ダムのすべり破壊により生じる洪水流の規模に関
する研究

高山　翔揮

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 3
根固めブロック周辺の浮遊砂堆積を促す効果的な配置
方法の提案

萩原　照通

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 4 開口部を有する堰が河床変動に与える影響 宇根　拓孝

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 5
砂州河道における単列蛇行流路形成に及ぼす河岸侵
食と植生の影響に関する考察

加藤　千恵

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 6
河川環境改善を目指した水制群による 土砂堆積促進
に関する実験的研究

榑林　利晃

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 7
水制工を用いた動的安定状態の交互砂洲の形成に関
する実験的研究【録画発表】

橋本　健一

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 8
ハイドロバリヤー水制を用いた河道横断形状の二極化
の低減に関する研究【録画発表】

中村　創

R404 5 R4 04 河床変動（1） 音田 慎一郎 9 統　合　討　議　枠

R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 1
塩水遡上が筑後川感潮河道の分派・ 合流に与える影
響

金子　佑

R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 2
TIDAL ASYMMETRY IN TWO-INLET LAGOON: A
CASE STUDY ON SEGARA ANAKAN LAGOON,
CENTRAL JAVA, INDONESIA

Faruq Khadami

R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 3
相模川河口砂州フラッシュ特性の分析と総合的な土砂
管理の推進に向けた展望

兵藤　誠
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R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 4
黒部川が沿岸表層水に与える影響に関する基礎的検
討

善光寺　慎悟

R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 5
RCP8.5シナリオに基づく瀬戸内海への汚濁負荷流出
の気候変動影響評価

中田　聡史

R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 6

RETENTION AND TRAPPING BEHAVIOUR OF
TSUNAMI INDUCED LARGE DRIFTWOOD IN
TRANSIENT FLOW CONSIDERING DIFFERENT
HYBRID DESIGNS

Rowan DE
COSTA

R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 7
沖縄サンゴ礁海域特有の流れ場に関する基礎特性解
明のための数値実験【録画発表】

宮武　敦士

R405 6 R4 05 湖沼・貯水池・沿岸の水理と環境(2) 新谷 哲也 8 統　合　討　議　枠

R406 6 R4 06 河床変動（2） 渡邊 明英 1
MORPHOLOGICAL EVOLUTION OF BIFURCATED
CHANNEL WITH REOPENED AND NARROWED SIDE
CHANNEL INLETS

Ryota TSUBAKI

R406 6 R4 06 河床変動（2） 渡邊 明英 2
河岸侵食を伴う流路変動過程に関する３次元数値モデ
ルの適用性について

音田　慎一郎

R406 6 R4 06 河床変動（2） 渡邊 明英 3
水面形の経時変化を用いた流量・粗度係数・河床位・
流砂量の同時推定法

金屋　諒

R406 6 R4 06 河床変動（2） 渡邊 明英 4
砂質地盤内で生じる浸透流が開水路流れの抵抗特性
に及ぼす影響

丹羽　俊介

R406 6 R4 06 河床変動（2） 渡邊 明英 5
3次元濁質流動・河床変動解析を用いた底部排砂管の
排砂特性に関する検討

太田一行

R406 6 R4 06 河床変動（2） 渡邊 明英 6 統　合　討　議　枠
R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 1 松浦川大川野地区における霞堤の機能評価 寺村淳

R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 2
数値シミュレーションによる山間河川における流水型遊
水地の水理機能に関する考察

伊藤　康

R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 3
治水安全度向上のための流水型遊水地の試験的設計
と数値実験による評価

原田　翔太

R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 4
内水氾濫解析を用いたグリーンインフラの有する洪水
調節機能に関する検討

横川　涼

R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 5
鬼怒川における霞堤の治水機能及び周辺の土砂動態
に関する基礎的研究

長田　一輝

R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 6
直列配置された流水型ダム群におけるカスケード型洪
水制御方式の最適化の検討

押川　英夫

R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 7
令和元年佐賀豪雨による六角川流域における内水氾
濫状況の実態把握と流域治水の検討

太田　皓陽

R501 4 R5 01 流域管理・洪水リスク管理(1) 堀 智晴 8 統　合　討　議　枠
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R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 1
計算負荷削減を目的とした確率論的な高潮リスク評価
手続の有用性に関する考察

久松　力人

R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 2
水害地名とオープンデータを活用した簡易洪水浸水リ
スク評価手法の提案

宇野　宏司

R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 3
豪雨災害体験の図化と模型制作による中学生の防災
意識の伸長【録画発表】

下山田　隆

R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 4
破堤前後の時間軸に沿った「逃げるリスク」と「逃げな
いリスク」の比較考慮

岡野　佑亮

R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 5
荒川決壊時を想定した浸水拡大フ゜ロセスの解明と諸
施設のリスク評価

磯谷　朗太

R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 6
人口減少及び都市構造変化下における洪水氾濫発生
時の経済損失変容評価

小刀祢　海斗

R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 7
一雨雨量と降雨の空間的集中度の関連を考慮した水
害リスクカーブの推定精度向上

田中　智大

R502 4 R5 02 流域管理・洪水リスク管理(2) 田中 茂信 8 統　合　討　議　枠

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 1
令和元年東日本台風での越辺川と都幾川の洪水位の
再現と樹木管理による水位低減効果の検討【録画発
表】

富田　邦裕

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 2

MODEL-INDUCED COMPARATIVE STUDY OF ALB
AND UAV-BORNE GREEN LIDAR SYSTEMS ON
VEGETATED LOWER ASAHI RIVER ASSESSMENT IN
JAPAN

Md. Touhidul
ISLAM

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 3
小型SAR衛星コンステレーションによる河川氾濫域の
高頻度観測の可能性

北島　夏実

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 4
FACTORS CONTROLLING THE PLUVIAL FLOODING
IN THE DOWNTOWN AREA OF YANGON, MYANMAR
WITH THE OLD STORM DRAINAGE SYSTEM

Aung Khaing
MIN

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 5 降雨流出氾濫モデル・エミュレータによる浸水範囲予測 関本　大晟

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 6 流域平均雨量を用いた河川氾濫のリアルタイム予測 鈴木　博人

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 7
遺伝的アルゴリズムを用いた流域流出・洪水氾濫解析
の最適化

桂　佑樹

R503 5 R5 03 流域管理・洪水リスク管理(3) 田中 規夫 8 統　合　討　議　枠

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 1
Experimental investigation on effect of initial phreatic
line position inside earthen embankment on headcut
migration during overtopping flow

Md Masum
BILLAH



SID 日付 会場
セッ

ション
番号

セッション名 司会者
発表
番号 タイトル

発表者あるいは著
者

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 2
堤防越水を伴う洪水時における堤内地側事前湛水が
堤防の侵食プロセスに与える影響

海野瀬　綾乃

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 3
浸透の状態が異なる条件での模擬天然ダムの越水に
よる崩壊機構に関する基礎的水理実験

渡邊　康玄

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 4 局所流・上昇流の影響を考慮したブロック安定性 伊波　友生

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 5
蛇行河道における河床変動と護岸構造物の被災に関
する実験と数値計算【録画発表】

奥田　醇

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 6
河川増水時の鉄道橋台背面盛土の浸食過程に関する
基礎的開水路実験

小山　真輝

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 7
機械学習を援用した橋脚の洗掘被災リスク評価モデル
の構築

我部山  喜弘

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 8
2018年7月湧別川出水におけるいわね大橋の被災要
因の検討

松田　朋也

R504 5 R5 04 被災プロセス・被災リスク評価 戸田 祐嗣 9 統　合　討　議　枠

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 1
日本域高解像度地表水マップの作成と令和元年台風
19号による浸水域の推定

瀬戸　心太

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 2
2019年長野県千曲川洪水災害における家屋被害状況
と氾濫流況の関係

呉　修一

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 3
排水過程および建物被害を考慮した千曲川破堤氾濫
の数値解析

佐藤　大介

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 4
超過洪水時における調節池の洪水調節効果の検討 ～
令和元年台風19号・荒川第一調節池及び 台風21号・
一宮川第二調節池を例に～

尾形　勇紀

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 5
令和元年東日本台風による入間川流域の堤防決壊が
堤内地氾濫量および下流の流量ハイドログラフに与え
た影響

五十嵐　善哉

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 6
2019年台風19号と21号による 洪水氾濫の連続災害発
生状況の把握 ～福島県夏井川を例に～

上野　瑞樹

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 7
2019年台風19号時に発生した多摩川下流域の浸水事
象の再現計算

吉野 萌

R505 6 R5 05 令和元年台風19号 吉谷 純一 8 統　合　討　議　枠

R506 6 R5 06 水災害・氾濫の水理 重枝 未玲 1
富山県河川を対象とした洪水解析に基づく堤防の越
水・浸透・侵食ポテンシャル評価

石川　彰真

R506 6 R5 06 水災害・氾濫の水理 重枝 未玲 2 内水氾濫域における流出油の流動予測モデルの構築 西田　渉
R506 6 R5 06 水災害・氾濫の水理 重枝 未玲 3 内水氾濫による流出油の移流拡散に関する数値計算 井上　卓也

R506 6 R5 06 水災害・氾濫の水理 重枝 未玲 4
建物内部への浸水を考慮した氾濫実験と基礎的な数
値解析モデル検証への適用

藤森　健人
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R506 6 R5 06 水災害・氾濫の水理 重枝 未玲 5
空隙率の異方性に着目した氾濫水理模型実験と氾濫
解析モデルの構築

小内　尭

R506 6 R5 06 水災害・氾濫の水理 重枝 未玲 6 統　合　討　議　枠

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 1
FUZZY BASED M&E OF THE IFRM PERFORMANCE
IN METRO MANILA

Jean Margaret
R. MERCADO

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 2
地方小河川の河川管理の現状分析-長崎県の準用河
川を主対象に-

坂本　貴啓

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 3
気候変動下における治水対策事業費の簡易推計法の
提案

橋本　彰博

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 4
名古屋市を対象とした水害多発地域における水害危険
性が地価に与える影響の分析

羽鳥　航平

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 5
韓国・蔚山広域市における洪水災害避難所の選定およ
び評価

BAE Chang
Yeon

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 6
常願寺川および神通川における洪水氾濫解析とリスク
ランク評価による垂直・水平避難ゾーンの提案

八木　隆聖

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 7
洪水氾濫モニタリングとしての 車両通行情報の活用可
能性の検討

本間　升一朗

R601 4 R6 01 水災害・防災・減災(1) 小林 健一郎 8 統　合　討　議　枠
R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 1 d4PDFを用いた将来降雨に基づく内水氾濫解析 戸田　敦仁
R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 2 Preissmann Slot Model のパラメータ同定法 渡辺　政広

R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 3
地下鉄モデルの高度化が地下鉄網の浸水特性に与え
る影響について

草野　魁叶

R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 4
想定最大規模降雨を考慮した大規模地下街内の浸水
危険度評価及び浸水対策に関する検討

中阪　友太朗

R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 5
南海トラフ巨大津波氾濫時の大阪市の地下鉄の浸水
解析 【録画発表】

庄田　侑平

R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 6 六角川流域におけるため池の内水対策効果の評価 小幡　翔吾

R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 7
既存道路を活用した仮設防水施設による洪水氾濫制
御に関する基礎的検討

谷口　健司

R602 4 R6 02 水災害・防災・減災(2) 田端 幸輔 8 統　合　討　議　枠

R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 1
実績降雨及びアンサンブル予測降雨に基づく令和元年
台風19号の荒川氾濫リスク評価

伊藤　毅彦

R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 2
観測水面形の同化解析データを利用した洪水流伝播と
タンクモデルの流出量修正に基づく水面形予測

見上　哲章

R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 3
地域排水における地目別流出成分可視化モデルの開
発

吉川　夏樹
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R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 4
転作田の雨水流出機構のモデル化と流域スケールで
の影響評価

髙野　陽平

R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 5
普通河川周辺の耕作放棄水田が有する 洪水一時貯
留機能に関する基礎的検討

今井　洋太

R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 6 流出抑制型の雨庭の開発と効果検証 大目　雅公
R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 7 田んぼダムの適用限界に関する一考察 宮津　進
R603 5 R6 03 水災害・防災・減災(3) 佐山 敬洋 8 統　合　討　議　枠

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 1
INTEGRATED RESERVOIR-HYDROPOWER-
HYDROLOGIC MODEL FOR WATER RESOURCES
AND ENERGY ASSESSMENT

Thatkiat MEEMA

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 2
下流河川の危険度を考慮した深層強化学習によるダ
ム操作モデルの構築

澤谷　拓海

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 3
深層強化学習を用いたダム操作モデルによる予測情
報を活用した事前放流操作に関する検討

赤塚　洋介

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 4
利水ダムにおける事前放流の意思決定へのECMWF中
期アンサンブル予報の利用性の分析

野原　大督

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 5
未経験事例に適用できるElastic Netによる24時間先ま
でのダム流入量予測手法の提案

山洞　智弘

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 6
水路内貯留を用いた水需要時間変動への対応を目的
とする開水路の水利施設操作手法

武馬　夏希

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 7
FLEXIBLE RESERVOIR FLOOD CONTROL USING A
REVERSE ROUTING METHOD WITH A KINEMATIC
WAVE EQUATION

Morimasa
TSUDA

R604 5 R6 04 洪水リスク管理・ダム操作 角 哲也 8 統　合　討　議　枠

R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 1
気候変動下における事前放流が貯水池内堆砂進行特
性に与える影響

小島　裕之

R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 2
RRIモデルと河床変動予測モデルを組み込んだ粒子
フィルタによる河川水位予測

中村　要介

R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 3
INVESTIGATION OF THE INFLUENCE OF PADDY
RIDGES ON THE SUSPENDED LOAD DEPOSITION
DURING INUNDATION

Can DING

R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 4
平成28年熊本地震後の降雨による土砂災害発生状況
と土砂災害危険度判定

五十嵐　孝浩

R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 5
平成30年７月豪雨災害データに基づく生産土砂量及び
土砂堆積域の確率的予測手法

野口　新之助

R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 6
氾濫流による土砂堆積に着目した千曲川決壊氾濫の
現地調査と数値解析

川池　健司
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R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 7
ストリームチューブに基づく地形分割を用いた斜面崩壊
と土砂流出の統合シミュレーション

山野井　一輝

R605 6 R6 05 土砂災害 川越 清樹 8 統　合　討　議　枠
R606 6 R6 06 流木・危機管理 矢野 真一郎 1 橋梁とダム堰での流木捕捉に関する統一的検討 太田　一行

R606 6 R6 06 流木・危機管理 矢野 真一郎 2
FIELD INVESTIGATION OF STORMWATER FLOWS IN
AN URBAN SEWER SYSTEM AND A RECEIVING
STREAM

Hao ZHANG

R606 6 R6 06 流木・危機管理 矢野 真一郎 3
流木捕捉条件が橋脚周辺の洗掘・堆積に及ぼす影響
の実験的検討

井上　隆

R606 6 R6 06 流木・危機管理 矢野 真一郎 4
河川堤防の越水破堤・氾濫特性に及ぼす洪水流量の
影響評価

岩倉　浩土

R606 6 R6 06 流木・危機管理 矢野 真一郎 5
堰状構造物による水難事故被害者の流下阻止に関す
る基礎的検討

中村　恭志

R606 6 R6 06 流木・危機管理 矢野 真一郎 6 統　合　討　議　枠
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